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   On 43 patients who recieved urologic operation, the effectiveness of a hemostatic agent, 
"Reptilase" was examined with reference to operative and postoperative bleeding . As a 

result the agent was proved to be as effective as other existing hemostatic agents.

1.は じ め に

手術 に際 し,術 中のみ ならず術後 の出血を如

何 に少量 におさえ うるか という ことは,こ れを

施行す るものの常に留意す るところであ る.出

血点 の明瞭 なる場合 は,こ れを結紮 縫合 す るこ

とに より永久的 に止血 しうるが,広 範囲にみ ら

れ る実質性 出血 の場合には,圧 迫等の物理的方

法,或 いは止血剤使用に よる血 液凝 固能の充 進

等 によ り自然に止血す るのを期 待す るのが実情

である.

そ れ故に,外 科 方面におけ る止血 剤の有用性

は,内 科 方面のそれに優 るとも劣 らない.止 血

剤 としては,従 来 より数多 くの製品 があるが,

近 年,蛇 毒の もつす ぐれた止血作用 が 注 目 さ

れ,Davoiarussellii,Bothropsatroxや

Ancistrodenpiscivorus等 の 毒素 よりつ くられ

た薬 剤が局所用止血剤 として使われ ている1)

KlobsitzkyはBothropsjararacaの 毒 素 よ

りHamocoagulaseを 分 離 し,静 注用止血剤

Reptilaseを つ くりだ した.

レ プチ ラーゼは,内 科2)3).外 科4)5),婦 人 科

6)7,
,耳 鼻科8)9》10)ge各方 面で使用 され,か な り

良好な る成績を あげてい る.

私 共は,今 回本剤 を試用 す る機 会を得 たので

その効果につい て報告す る.

2.治 療 成 績

私共は,次 の43例 に対 しレプチラーゼを使用し,そ

の止血効果を検索した。これ ら症例の うちわけは,副

聖丸又は睾丸摘出術4例,腎 摘出術及び腎固定術は夫

々11例,1例,尿 管乃至腎孟切石術は夫々6,2例,

腎空洞切除術,腎 切石術及び腎部分切除術各々1例,

膀胱部分切除兼尿管膀胱吻合術4例,尿 管膀胱吻合術

2例,前 立腺全摘出術2例,経 膀胱的尿 管 切石 術1

例,肉 眼的血尿7例(内,腎 性血尿3例,遊 走腎,尿

管結石症,出 血性膀胱炎及び膀胱癌 各 々1例)で あ

る.

レプチラーゼの投与法は,手 術開始1時 間前に1筒

を筋肉内に注射し,以 後は経過をおつて適時,1筒 を

追加した,尚,膀 胱手術例には,手 術第4日 に1筒 筋

注す るのを原則とした.

判定は,レ プチラーゼ非使用群の術中 ・術後の出血

状態を対照 とした.レ プチラーゼ使用群の効 果 判 定

は,術 中 ・術後の出血が共に対照群のそれを超過する

場合を(一),術 中 ・術後出血のいつ治か一方が対照

群と同等乃至それ以下で,他 方が基準以上 の場 合 を

(±),両 者共に対照より少いが,そ の半分迄には至
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症 例 一 覧

症 例

1871/1842

1846/1875

1905/1877

1903/1882

1800/1783

1801/1795

1811/1814

1860/1849

1882/1883

1872/1885

1880/1890

1919/1903

1908/1907

1916/1946

1771/1821

1922/1918

1734/1746

1828/1839

1884/1869

1886/1879

1889/1884

1906/1886

氏 名

M,Y.

Y.S.

H.H.

M,H.

E.S.

0.T.

M.M.

S,T.

W.H.

S.1.

K.K.

性

δ

δ

6

♂

♀

δ

♂

δ

♀

♀

3

・・H・1・

A.K.

N.K.

T.H.

K.K.

K.E.

A.M.

O.1,

ε

早

♂

δ

δ

6

孚

i
K・0/6

Y.A.

N.H.

♀

δ

年

令

35

73

41

診 断

左副睾丸結核

前立腺癌

右副睾丸結核

手術々式

左副睾力摘出
術

両側除睾術

右副睾丸摘出
術

3耀 罐 核轡 摘出

22

29

44

41

59

67

44

11

43

40

43

右腎結核

右腎結核

左腎結核

左水腎症

右遊走腎
左腎結石症

右腎嚢腫

左腎結核
右睾丸膿瘍

偏腎性高血圧

左腎結核

両側腎結核

右副腎腫

1
58左 副 腎 腫

1

35 左腎結石症

、。1右騰 纈 症
E

57

23

26

28

左尿管結石症

左尿管結石症

右尿管結石症
馬蹄腎

左尿管結石症

右腎摘出術

右腎摘出術

左腎摘出術

左腎摘出術

右腎固定術

右腎摘出術

左腎摘出術
右除睾術

右腎摘出術

左腎摘出術

右腎摘出術

右腎摘出術

左腎摘出術

左腎孟切石術

右尿管切石術

左尿管切石術

左尿管切石術

右尿管切石術
腎峡部切除術

左尿管切石術

レプチラーゼ

投 与 法

効 果

幽趨 術後経 過

灘1時 間前1筒25cc

同 上

同 上

20

110

血腫形成なし

同 上

同 上

手術1時 間前
手術第2日,各1

筒筋注

手術1時 間前,手
術第4日 第1筒 筋
注

手術1時 間前
1筒 筋注

同 上

同 上

同 上

同 上

同 上

同 上

同 上

同 上

手術前1筒 筋注
術後毎日1筒 筋注

同 上

手術1時 間前1筒
筋注

同 上

同 上

同 上

同 上

同 上

20同 上

508

200

330

247

482

250

330

85

120

200

900

540

185

42

100

49

436

20

腎床穿刺にて手術第
5日迄血性浸出
液をみた

〃 手術第7日

〃 手術第13日

血性液をみぬ

同 上

手術第8日 迄血性
液をみた.

血性液をみぬ

同 上

同 上

手術第13日 迄血性液
をみた

手術第4日 〃

手術第4日 〃

肉眼的血尿持続期
間は手術第2日 迄

手術第3日 迄

手術第5日 迄

手術第3日 迄

手術第6日 迄

手術第2日 迄

判

定

士

±

十

±

帯

±

十

帯

±

±

±

±

備 考

出血傾向著明

対照群の術中
出血量は332
cc術 後腎床穿

刺にて血性液
をみた期間は
8日 間である

　
副

対照群の術中
出血量110CC
術後の肉眼的
血尿持続期間
は3日 間
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1896/1887

1937/1924

1867/1878

1925/1951

1901/1975

1799/1810

i816/1843

T.1.6

S.M.6

O.Y.♂

A、A.6

35

51

19

58

H.sJ、1、,

[

S.1.668

右尿管結石症右尿管籾石術

右腎結石症
尿道狭窄 右腎孟切石術

同 上

同 上

左腎結核 絆 洞鯛 同 上
i

両側腎結石症右腎切石術

左腎結核

同 上

騨 騰1同 上

膀胱癌 雛馨藁醗纒贈1罐
S,S.9 ・碧鰐 朧 灘 需管膀胱吻 同 上

1856/IS,、IN.T. δ73膀 胱癌
膀胱部分切除術兼尿管膀胱 同

上
吻合術

1902/1891 経膀胱的M
.Y.641左 尿管結石症尿管切石術 同 上

1894/1900K.M.935左 腎結 核
ポワリー氏左
尿管膀胱吻合 同 上
術

100

162

142

400

383

415

50

200

100

200

1876/1917S.Y.δ69前 立 腺 癌
難 富幕立腺 同 上 」。,。

t

1870/1922T.A.653膀 胱 癌
膀胱部分切除術兼
尿管膀胱 同 上
吻合術

500

1913/1933K.M.349前 立 腺 癌

経恥骨
前立腺全摘出 同 上
姐

757

手術第4日 迄

手術第5日 迄

手術第3日 迄

手術第17日 迄

±

手術第4日 迄

輔 難寝
術後,肉 眼的

士嵩鷲蕎輔

1
第10日 後出血+
あ り

手術第4日 迄

手術第2日 迄 帯

手術第5日 迄 冊

手術第8日 迄 粁

手術第4日 迄

手術第3日 迄

対照群の術中

帯犠篶臨
血尿持続期聞
10日間士

手術第9日 迄+

手術第2日 迄 ±

1921/19531.S。 ♀56膀 胱 癌
膀胱部分切除術兼尿管膀胱

同 上吻合術 355.手 術 第10日 迄 十

1850/1853 O.T. 6 82 右腎性血尿 毎 日1筒 筋注
注射開始4日 目に肉限
的血尿消失

脚

耕
注射中止19日後
,軽 度血尿

あ り

1869/1871 A.S, ♀ 44 右腎性血尿 同 上!同 上
;

耕

　 燗1・ ・H・i・43 右腎性血尿 同 上 卜 日後・消失せず 一

5638 S.T. ♀ 74両側遊走腎
13日臨 に燗 筋

注

2回 目の注射にて,肉
眼的血尿は体動時にの
み僅かに出現

粁

5678 M.T, δ 42 膀胱癌 1筒 筋注にて,2日 間
血尿出現をみず 昔

H。J. δ 23 右尿管結石症 3日 目に1筒 筋注 2回 の注射にて肉眼的
血尿消失 升

5618 T.M, δ 8急性出血性膀
胱炎 1日 半筒3日 連続 同 上 昔

判定基準=(一)無 効,又 は対照群の術中 ・術後出血をこえるもの,

(士)対 照群の術中 ・術後の出血の一方を超過,他 方は同等又はそれ以下のもの.

(+)対 照群の出血量を超過せざるも,そ の1/2以 上なるもの.

(粁)対 照群の術中 ・術後の出血のいずれか一方の1/2以 下なるもの.

(柵)対 照群の出血量の1/2以 下なるもの。
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らぬ場合を(十),術 中 ・術後の出血が共に対照群の

ものより少 く,且 ついつれか一方のみは,基 準の1/2

以下である場合を(朴),両 者共に基準の1/2以 下の

場合を(柑)と した,但 し,睾 丸 ・副睾丸手術例は,

術中出血最に,又 肉眼的血尿症例は,血 尿の持続期間

に主眼をおいて判定した.

先ず,睾 丸 副睾丸摘出症例 についてみると,術

後,陰 嚢に血腫形成,或 いは皮下温血をみとめたもの

がなかつた.レ プテラーゼの効果は(1十)3例,(±)

1例 であつた.

次に腎手術例についてみると,対 照群5例 の術中出

血量は平均332cc,術 後 の試験穿刺で血性液をえた期

間は平均8日 聞であつた.こ れに対し,レ プチラーゼ

使用群の平均術申出血量は349cc,血 性液をみた期間

は5日 間であつた.猶,こ れらの例 より腎腫瘍2例 を

除いた平均値は,術 中出血が275cc,術 後の出血期閥

は5日 間であつた.腎 摘出術例に対するレプテラ・-e

の効果は(耕)3例,(粋)2例,(十)2例,(±)

6例 であつた.

切石術例では,対 照群6例 の平均術中出血量が110

cc,術 後 の肉眼的血尿持続は3日 間であつた.レ プチ

ラーゼ使用例の平均術中出血量は138ccで 術後は4日

閻にわたり肉眼的血尿をみ とめた.し かし1889/1884

例を除けば,術 中の出血量は平均93ccで あつた.使 用

効果は(柵)1例,(甘)3例,(±)2例,(一)

2例 であつた.

次に,腎 部分切除術の術中平均出血量及び肉隈的血

尿の持続期間をみると,対 照群2例 では,400cc及 び

4日 間であつたが,レ プチラー・ti使用群では,309c⊃

及び8日 間であつた.レ プチラーゼの効果は(什),

(+),(士),各 々1例 であつた.

膀胱部分切除を施行した対照群2例 の術中出血量は

rOOcc,術 後の肉眼的血房は10日 間にわた り持続した,

レプチラー-ti使用例の平均は術中517cc,血 尿は7日

間に互つてみとめた.猶,前 立腺全摘出例以外の平均

術中出血量は260ccで あつた.レ プチラービの効果は

(冊)3例,(升)2例,(+)2例,(±)2例 であつた,

次に,無 差別に抽出した本態性腎出血5例 の肉眠的

血尿持続期間をみると8日 間であつた.レ プチラーゼ

は,本 態性腎出血のみならず,遊 走腎,尿 管結石症,
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出 血 性膀 胱 炎 及 び 膀 胱 癌 の 各症 例D血 尿 を も消 失 せ し

め,そ の効 果 は(引 千)2例,(1十)4例,(一)1例

で あ つ た.

以 上,43例 に 対 す る レプ チ ラ ーゼ の効 果 を 総 括す る

と,(辮)8例,(什)14例,(十)5例,(土)13

例,(一)3例 で,43例 中27例62.8%に 対 照 鮮 よ りも

良 好 な る成 績 を え た.

3。 ま と め

私共 は,43例 の種 々の疾患 に対 しレプチ ラー

ゼを使用 し,そ の効果 を手 術中の止血量及 び術

後 の出血 の2点 より検討 した.そ の結果,;kj照

群 に比較 し62.8%に 良好 な る成績 をえた.

対 照群 では,そ の大半 が血管強化剤及 び臓器

製剤を6～8時 聞侮 に注射 していたのに対 し,

レ ブチ ラーゼ使用群 では3日 毎 に1筒 筋注 した

点 も考慮す る時,本 剤 の一層す ぐれ ていること

は明瞭であ る.
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